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統合報告書2025の構成・注目点

丸紅グループは「ROEの維持・向上」および「PERの向上」を軸に、中長期的な企業価値の向上を目指しています。

本年の統合報告書もそれを軸とした構成としつつ、2025年度は大本新社長就任・中期経営戦略GC2027初年度であることを踏まえ、両者

に焦点を当てたコンテンツも盛り込みました。

また、財務情報だけでなく、長期的な企業価値創造の基盤となる人的資本経営の深化や非財務価値の向上についても具体的な施策を交えて

ご紹介しています。

統合報告書2025 目次

「ROEの維持・向上」「PERの向上」
を軸としたレポートを構築

P.6
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統合報告書2025の構成・注目点

丸紅らしさの追求 可読性・利便性の追求 対話の強化

 「Gear Change」。次なる高みを目指して加速
する丸紅グループを表す疾走感あるデザイン

 丸紅の個性を表す巻頭コンテンツ・大本新社長に
よるCEOメッセージをワイド版にて掲載

 特集：「戦略プラットフォーム型事業」

 指名委員長が語る大本新社長選任プロセス

 伝えるべき情報を厳選した結果、掲載ページ数を
約2割削減（115⇒96ページ）。メリハリある内
容を実現すると同時に読み手の負担を軽減

 投資家の皆様からよく寄せられる質問を逆引き
インデックスとして目次に掲載。読み手が知りた
い情報にアクセスし易い造りを追求

 日本語版・英語版の同時発行。言語の違いによる
読み手の閲覧タイミングの格差を解消し、統合報
告書を用いたステークホルダーの皆様との対話
機会を拡大

 「Marubeni IR Day 2025」開催前に発行。
丸紅グループに対する理解を深めてもらうこと
で、IR Dayでの活発な対話の促進が狙い

統合報告書2025ではこれまでの良さ（企業価値向上モデルに沿った構成、オンラインでの閲覧・利便性を鑑みたA4横サイズ・インタラクティ

ブ形式）を活かしつつ、以下の様な工夫を施しました。

01 02 03
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巻頭

1枚目を今年度の当社経営会議メンバーで飾る等、巻頭に「丸紅らしさ」が伝わるコンテンツを複数用意。

他のページよりもサイズを大きくすることで、可読性の観点でも工夫。

P.1-4 Gear Change－新生丸紅スタート
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CEOメッセージ

大本新社長より統合報告書に初めてのメッセージを掲載。

＜掲載コンテンツ＞

 自身の「信念」とステークホルダーの皆様への「約束」

 在り姿「Global crossvalue platform」の実現を目指して

 三つの「丸紅の根源的強み」、三つの「大切な指針」

 成長への変革：「中期経営戦略GC2027」

 「持続可能な未来への投資」：グリーン・デジタルの取り組み

 丸紅の価値創造を支える「ガバナンス体制」

 「株主の皆様との価値共創」：株主還元の実践

 「丸紅の真髄」 ：心の若さと情熱を持ち、お客様に最善な提案を

社長就任前から行っている
事業会社視察時の写真も掲載

P.7-11 CEOメッセージ
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SECTION1：企業価値の向上①

やや抽象度が高かった当コンテンツについて、インプット・アウトプット・アウトカム、そしてそこからの還流という流れを意識した構成に変更。

「在り姿」についても、丸紅グループの根底にあるものと位置づけ社是・経営理念とセットで配置を変更。

GC2027の戦略内容
を価値創造プロセスに
組み込み

 「在り姿」の位置付けを
明確化

価値の創造による
「基盤の強化」を明示

P.15 価値創造プロセス
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SECTION1：企業価値の向上②

グリーンへの取り組みにより企業価値向上を目指す姿勢を継続するGC2027の方針にアラインする形で2025年にマテリアリティを見直し。

特定・見直しのプロセス、および見直し後のマテリアリティついて記載。

P.16-17 企業価値向上のために不可欠となる重要な課題（マテリアリティ）
 見直し後のマテリアリティは

明確に表現
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SECTION1：企業価値の向上③

丸紅グループの現状や今後の方向性に対する理解促進を目的に、各資本における「現状の課題」と「今後の目標」を明記。

P.18-19 経営資本
 定性目標だけでなく、定量目標についても言及
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SECTION1：企業価値の向上④

時価総額10兆円超の達成に向けて、「資本配分」・「株主還元」・「利益成長とPER向上」の3つの観点で今後の取り組みについて掲載。

P.20-22 CFOメッセージ

＜掲載コンテンツ＞

 GC2024の成果、GC2027の目標

 資本効率の向上-キャッシュ・フロー経営の深化と戦略的資本配分の徹底

 株主還元の更なる強化-株主の皆様へのコミットメント

 時価総額10兆円超に向けて-利益成長とPERの向上
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SECTION2：ROEの維持・向上①

過去の中期経営戦略のトラックレコードを掲載するとともに、新中期経営戦略GC2027のポイントを明瞭に表現。

P.24-27 中期経営戦略GC2027-成長加速の3年間

丸紅グループの変革・成長の軌跡と、連
動して向上する時価総額の軌跡の双方
をわかり易く記載

過去・現在の中期経営戦略の成果と定量
目標・実績を記載
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SECTION2：ROEの維持・向上②

丸紅グループの注力事業「戦略プラットフォーム型事業」について、代表的な事業を取り上げて説明。

P.31-40 特集：戦略プラットフォーム型事業

＜戦略プラットフォーム型事業とは＞
丸紅グループの事業で、過去に高い資本効率で成長を実証し
てきたビジネスモデルの型を体系化したもの。
「成長領域」・「高付加価値」・「拡張性」という3つの要素を兼ね
備えた事業を指す。

① 成長領域
市場自体が成長することで需要が伸長する領域であること

② 高付加価値
顧客ニーズや市場の潮流を深く理解した製品・サービスを
提供することで高い利幅を確保できること

③ 拡張性
核となるプラットフォームを軸に、他地域展開、隣接事業領
域拡張、 M&Aを通じた成長・拡大（ロールアップ戦略）等、
地域・機能・規模を拡張できること
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SECTION2：ROEの維持・向上②

P.31-40 特集：戦略プラットフォーム型事業

 事業毎の連結損益の推
移・目標を掲載し、財務
情報を拡充

 戦略プラットフォーム型事業の必須要素
「成長領域」・「高付加価値」・「拡張性」に
ついて記載

 「農業資材販売」、「北米モビリティ」、「電力卸売・小売」 の３事
業は、各事業の強みとそれを支えるDXの取り組みについて、
現地推進者からのメッセージを掲載
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SECTION2・3：ROEの維持・向上、PERの向上

GC2027での新設組織「成長投資マネジメント室」の設置背景と狙いをCSOメッセージにて、新たな成長ステージに入る丸紅グループを支

えるリスクマネジメントの取り組みと考え方をCAOメッセージにて掲載。

P.28、52 CSOメッセージ、CAOメッセージ
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SECTION3：PERの向上

社外取締役3名からのメッセージを掲載し、当社のガバナンス体制・取り組みへの理解向上を促進。

①石塚取締役：GC2027策定時の取締役会での議論と時価総額目標達成のために必要なこと

②翁取締役 ：大本新社長選任プロセスについて

③安藤取締役：当社のガバナンス・報酬体系の特徴

P.60-70 コーポレート・ガバナンス（社外取締役メッセージ）
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SECTION4：事業ポートフォリオ

セグメント数を16→10の営業部門に再編・集約した狙いと各営業部門の概要・強みについて記載。

今回は各部門の成長戦略実現のためのキードライバーとなる事業の紹介と同事業に携わるグループ人財の声を掲載している点が特徴。

P.7６-86 事業ポートフォリオ

＜例：ライフスタイル部門の事業紹介とグループ人財の声＞
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おわりに

 当社は、統合報告書をステークホルダーの皆様との建設的な対話を促進し、持続可能な価値共創を実現するための重要な媒

体と考えています。制作にあたっては、新たな成長ステージに入った丸紅グループの価値創造の歩みをより深く、鮮明にお伝

えすることに注力するとともに、昨年の統合報告書に対するステークホルダーの皆様からのご意見も反映し、より読者のニー

ズに応える内容となるよう、改善を重ねて制作に取り組みました。

 一方、統合報告書はあくまでも対話の為のツールであり、対話そのものが重要であると考えています。

当社は統合報告書を通じてステークホルダーの皆様との対話を何よりも重視するとともに、そうした双方向のコミュニケー

ションを通じて、企業価値向上に向けてひたむきに取り組んで

いきたいと考えています。

 アンケートサイトも用意しておりますので、忌憚のないご意見を

お寄せいただけますと幸いです。

今後ともご支援の程、宜しくお願い致します。

丸紅 IR・SR部メンバー



21© Marubeni Corporation All Rights Reserved.


